
エ

デ

ン

天
の

《楽
園
》
の
そ
の
後

‥―
―
パ
ウ
ル

・
ツ
ェ
ラ
ン
の
ベ
ル
リ
ン
ー
ー
‥

は
じ
め
に
―

詩
の
解
釈
あ
る
い
は
都
市
を
語
る
テ
ク
ス
ト

ュ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
語
詩
人
パ
ウ
ル

・
ツ
ェ
ラ
ン

（Ｆ
」

の
ｏ
ご
Ｐ

卜逮
ｏ
占
８
ｏ
）
の
作
品
に

つ
い
て
、
都
市
な
い
し
移
動
を
引
き
合
い
に
し
て
語
る
こ
と
は
、
さ
し
て
困
難
な
こ
と
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ツ
ェ
ラ
ン
は
い
わ
ば
旅
の

一
生
を
送

っ
た
詩
人
だ
か
ら
だ
。
ナ
チ

ス

・
ド
イ
ツ
に
よ
る
強
制
収
容
所
の
収
監
を
生
き
抜
き
、
詩
人
と
し
て
の
成
功
を
夢
見
た

二
十
代
の
ツ
ェ
ラ
ン
は
、　
一
九
四
五
年
以
降
、
ブ
カ
レ
ス
ト
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
、
パ
リ
と
い
う

都
市
を
渡
り
歩
く
。
。

ツ
ェ
ラ
ン
は
自
ら
の
移
動
や
旅
の
経
験
を
、
詩
作
の
動
機
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
た
。

実
際
の
作
品
表
題
や
テ
ク
ス
ト
中
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
都
市
名

・
地
名
が
随
所
に
登

場
す
る
。
た
だ
し
ツ
ェ
ラ
ン
が
あ
る
都
市
を
舞
台
に
詩
を
書
い
た
と
い
う
時
、
そ
の
詩
の
テ

ク
ス
ト
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
都
市
や
場
所
の
特
徴
と
い
う
よ
り
、
詩
人
の
遭
遇
し
た
個

林
　
志
津
江

①
ツ
ェ
ラ
ン
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
ニ
重
帝
国

領
内
の
多
言
語
地
域
チ
ェ
ル

ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ

（チ
ェ
ル
ナ
ウ

テ
ィ
／
チ
ェ
ル
ニ
ウ
ツ
ィ
）

で
，
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
す

る
教
養
層
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭

で
生
ま
れ
育
つ
。
チ
ェ
ル
ノ

ヴ
ィ
ッ
ツ
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ

家
の
直
轄
領
７

ガ
リ
ツ
ィ
ア

か
ら
分
離
し
た
都
市
ブ
コ
ヴ

ィ
ー
ナ
の
首
都
で
あ
り
、
ツ

ェ

ラ

ン

が

誕

生

し

た

一
九
二
〇
年
当
時
は
ル
ー
マ

ニ
ア
王
国
領
だ
っ
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
勃
発
後
、
ブ
コ

ヴ
ィ
ー
ナ
は
ま
ず
シ
連
軍
に
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別
な
出
来
事
の
連
続
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
「詩
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
都
市
に
つ

い
て
語
る
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
必
然
的
に
詩
の
解
釈
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
。
以
下

に
記
す
読
解
が
、
ツ
ェ
ラ
ン
に
よ
る

《
都
市
の
相
貌
》
の
何
ら
か
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
ど
う
か
？
こ
こ
か
ら
先
は
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。

楽
園
と
い
う
非
情
都
市
―

，ベ
ル
リ
ン

古
く
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
都
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
は
、
史
上
初
の
統

一
ド
イ
ツ
国
家
で

あ
る
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立

（
一
八
七

一
年
）
と
と
も
に
、
そ
の
首
都
と
な
る
。
都
市
化
の
進

む
ベ
ル
リ
ン
は
、
と
り
わ
け
帝
政
初
期
の
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
の
時
代
と
ワ
イ
マ
ー
ル
期
以
降
、

長
編
小
説
の
主
要
な
舞
台
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
、

世
紀
転
換
期
の
帝
国
初
期
の
様
相
は
、
例
え
ば
フ
オ
ン
タ
ー
ネ

（日
ｒ
８
Ｑ
ｏ【
「
ｏ
●
Ｓ
●
Φ」
∞
も
‐

Ｈ∞０
∞
）
の

『惑
い
、
も
つ
れ
』
（や
ミ
さ̈

さヽ
ヽ
ミ
一ヽ
ミ

Ｒヽ
ヽ
・”
ヽヽ
」ヽミ
ヽ
力
ｓ
ミ
ミ
」
∞
∞
∞
）
に
詳
し
い
。

ま
た
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
森
鴎
外
の

『舞
姫
』
（
一
八
九
〇
年
）
が

当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
様
子
を
詳
細
に
伝
え
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

主
人
公
が
恋
す
る
エ
リ
ス
の
住
ま
い
は
、
「
兵
舎
風
賃
貸
住
宅

（
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
）
」

（〓
〓
∽″
∽①日
の
）
と
呼
ば
れ
る
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
に
あ
っ
た
労
働
者
住
宅
の
典
型
で
あ
る
。

さ
ら
に
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代

（
一
九

一
九
―

一
九
三
三
年
）
の
ベ
ル
リ
ン
は
、
第

一
次
世
界

大
戦
の
敗
戦
国
と
な
っ
た
経
緯
と
相
侯
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
上
で
最
も
ア
メ
リ
カ
の
影

響
を
強
く
受
け
る
都
市
と
な
る
。
そ
う
し
た
文
化
円
熟
期
の
ベ
ル
リ
ン
を
鮮
や
か
に
描
い
て

い
る
の
は
、
デ
ー
ブ
リ
ン

（≧
や
＆

∪
０
げ
〓
Ｐ
ド∞Ч
∞二
翫
「
）
の

『ベ
ル
リ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン

働 者の眼が露出させる光景―
越境文学論―

進
駐
さ
れ

（
一
九
四
〇
年
）

ツ
ェ
ラ
ン
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の

国
籍
を
失
う
。
さ
ら
に
チ
ェ

ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
大
戦
中
、

ソ
連
領
か
ら
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
支
配
下
の
ル
ー
マ
ニ
ア
領

（
一
九
四

一
年
）
、
再
度
ソ
連

領
ウ
ク
ラ
イ
ナ

（
一
九
四
四

年
）
へ
と
帰
属
が
め
ま
ぐ
る

し
く
動
く
。
ツ
ェ
ラ
ン
は
チ

ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ナ
チ

ス

・
ド
イ
ツ
支
配
下
の
ル
ー

マ
ニ
ア
領
と
な
っ
て
間
も
な

く
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
労

働
収
容
所
に
収
監
さ
れ
た
。

両
親
は
別
の
強
制
収
容
所
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
チ
ェ
ル

ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ソ
連
領
に
な

っ
た
後
、
ツ
ェ
ラ
ン
は
ソ
連

の
赤
軍
派
に
ま
ぎ
れ
て
労
働

収
容
所
か
ら
脱
出
し
、
大
戦

終
結
後
に
ブ
カ
レ
ス
ト
か
ら

ウ
イ
ー
ン
を
経
て

一
九
四
八

年
七
月
に
パ
リ
ヘ
赴
く
が
、

そ
の
後
は
フ
ラ
ン
ス
人
女
性

と
の
結
婚
で
フ
ラ
ン
ス
市
民

権
を
取
得
し
、
亡
く
な
る
ま

で
パ
リ
に
住
ん
で
い
た
。
以

下
を
参
照
の
こ
と
。
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天の《楽園》のその後

ダ
ー
広
場
』
（”
ミ
ヽ
卜
ヽヽ
ミ
ヽ
ヽ
電ヽ
ｓヽ
ヽ
」
０
こ
）
や
、
ケ
ス
ト
ナ
ー

（甲
一３

【
餌∽日
ｏ【Ｌ
∞３
‐

も
ヾ
）
の

『
フ
ァ
ー
ビ
ア
ン
ー

あ
る
モ
ラ
リ
ス
ト
の
物
語
』
（「
ｓ
ミ
ミ
・
Ｕ
」ヽ
０
いヽいミ
いミ
ヽ

ヽヽ
ミ
●
民
ο
蕊
おヽ
」ヽ
ヽ
」
つ
い
じ

の
よ
う
な
長
編
小
説
だ
。
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
は
作
家
や
編
集
者
、

劇
作
家
、
脚
本
家
と
い
っ
た
文
芸
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
繰
り
広
げ
る
磁
場
と
も
言
う
べ

き
場
所
で
、
文
学
と
文
芸
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
大
き
く
成
長
し
た
。
。

そ
の
ベ
ル
リ
ン
を
、
ツ
ェ
ラ
ン
は
生
涯
で
二
度
訪
れ
て
い
る
。　
一
度
目
は
ナ
テ
ス
政
権
下

の
一
九
三
八
年

一
一
月
九
日
の
こ
と
で
、　
一
八
歳
の
ツ
ェ
ラ
ン
が
大
学
で
医
学
を
学
ぶ
た
め
、

当
時
ル
ー
マ
ニ
ア
領
だ
っ
た
故
郷
の
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ツ
ツ
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
カ
ウ
を

経
由
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ウ
ー
ル
ヘ
向
か
う
途
上
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

一
九
三
八
年

十

一
月
九
日
の
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
お
よ
び

ユ
ダ
ヤ
人
商
店
の
大
規
模
襲
撃

（ポ
グ
ロ
ム
の
夜
／
「
ｏ
”
ｏ
ヨ
‥
ｏＦ
）
が
起
き
た
。
ツ
ェ
ラ

ン
は
十

一
月
十
日
に
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
が
、
不
穏
な
雰
囲
気
を
察
知
し
た
の
か
、
そ
の

後
は
途
中
下
車
す
る
こ
と
な
く
フ
ラ
ン
ス
ま
で
向
か
っ
た
と
い
う
。
。
当
時
の
体
験
を
、

ツ
ェ
ラ
ン
は
そ
の
二
十
年
後
に

「
コ
ン
ト
レ
ス
カ
ル
プ
広
場
」
（い
ヽ
６
０
を
闘
』
∽
６
ド
カ
「
押

も
３
）
と
い
う
詩
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る
。

三
度
目
の
ベ
ル
リ
ン
訪
間
は
、
冷
戦
下

一
九
六
七
年
の
西
ベ
ル
リ
ン
で
、
友
人
が
企
画
し

た
朗
読
会
の
招
待
に
応
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
度
目
の
訪
問
体
験
を
機
に
、
ツ
ェ
ラ

ン
は
三
篇
の
詩
を
書
い
た
。
以
下
に
は
そ
の
ひ
と
つ
を
、
筆
者
に
よ
る
日
本
語
訳
と
ド
イ
ツ

語
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
順
に
挙
げ
る
。

の
ｒ
，
一『
ｏ
目
・
】
∽
『
●
ｏ
一
¨
ヽ
ヽ
ミ
ヽ

６
ミ
ヽ
ド

』
」ヽ
ヽ
”

ｏヽ
¨
、
、
ヽ
ミ
ヾ

●ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
¨
、
、
ヽ
・
「
『，コ
一ハ「●
■
Ｐ

〓
共
∽
暉
Ｆ
＾
，日
ｏ
）
【Ｓ
ｐ
／
関

口
裕
昭

『
評
伝

パ
ウ
ル

・

ツ
ェ
ラ
ン
』
慶
応
義
塾
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。

②

ユ
ル
ゲ
ン
・
シ
ェ
ベ
ラ
著
、

和
泉
雅
人
・矢
野
久
訳

（『べ

ル
リ
ン
の
カ
フ
ェ
黄
金
の

一
九
二
〇
年
代
』
大
修
館
書

店
、　
一
九
九
九
年
／
平
井
正

『
ベ
ル
リ
ン

〈
一
九

一
八
―

一
九
二
二
〉
悲
劇
と
幻
影
の

時

代

』

せ

り

か

書

房
、

一
九
八
〇
年
／
平
井
正

『ベ

ル

リ

ン

〈
一
九

二

二
―

一
九
二
人
〉
虚
栄
と
倦
怠
の

時

代

』

せ

り

か

書

房
、

一
九
八

一
年
／
平
井
正

『べ

ル
リ

ン

〈
一
九

二
人
―

一
九
三
三
〉
破
局
と
転
換
の

時

代

』

せ

り

か

書

房
、

一
九
八
二
年
な
ど
を
参
照
の

こ
と

。

③

く
”
一ス
〕訂
〓
ｏ・
（も
ご
）̈

∽
・「
∞
い
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き
み
は
大
い
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
横
た
わ
っ
て
い
る
、

茂
み
に
囲
ま
れ
、
舞
い
落
ち
る
雪
に
囲
ま
れ
て
。

き
み
は
シ
ュ
プ
レ
ー
川
へ
行
け
、
ハ
ー
フ
ェ
ル
川

へ
行
け
、

肉
屋
の
吊
鉤
の
と
こ
ろ
へ
行
け
、

リ
ン
ゴ
を
突
き
刺
し
た
赤
い
小
枝
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
行
け
、

そ
れ
は
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
か
ら
や
つ
て
き
た
―

―

や
っ
て
来
る
の
は
贈
物
の
載
ら
た
テ
ー
ブ
ル

そ
れ
は
ひ
と
つ
の
エ
デ
ン
の
角
を
迂
回
し
て
や
っ
て
来
る
―

‐

そ
の
男
は
飾
に
な

っ
た
、
そ
の
女
は

漂
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
、
そ
の
雌
豚
は
、

自
身
の
た
め
に
、
誰
の
た
め
で
も
な
く
、
各
々
の
た
め
に
―

‐

ラ
ン
ト
ヴ

ェ
ー
ア
運
河
は
ざ
わ
め
く
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う

無
が
堰
き
止
め
て
い
る
。

∪
Ｃ
ｒ
Ｈ口
〇
∽
Ｈ
】ヨ

”
ｏ
“
ｏ
い
Ｏ
①
Ｓ
Ｃ
∽
Ｏ
ｒ
ｐ

移動者硼 癖 出させる光景
―
鵡 文学論

―
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“
●
】
σ
〓
∽
ｏ
，
Ｆ

“
目
Ｈ
口
０
０
府
”

（
〕
①
す

Ｏ
Ｃ

Ｎ
“
【
∽
０
一
〇
〇
〕
”
Ｏ
ｒ

ｍ
“
一
用
山
”
く
Ｏ
Ｆ

”
①
，

Ｎ
僣

Ｏ
①
●

】
出
①
〕
∽
ｏ
，
①
〔
ｒ
”
だ
ｏ
●
）

Ｎ
Ｓ

Ｑ
ｏ
●

【
〇
一
０
●

′ヽ
も
Ｏ
①
】
∽
一
”
″
①
●

”
〓
∽
∽
Ｏ
ｒ
Ｊ

０̈
０
①
●

―

国

∽
だ
Ｏ
畷
日

〕
［
Ｏ
①
い
弓
【
∽
Ｏ
ｒ

日

〓

Ｏ
①
●

０
●
σ
Φ
Ｆ

Ｏ
ヽ
げ
一
ｏ
”
一
Ｃ
●
】
ｏ
一
●

】円
Ｏ
ｏ
●

―

∪
①
【
マ
Ｆ
●
●
ヨ
”
≧

Ｎ
日
づ

∽
いｏ
Ｆ

２
ｏ
「
８
“

目
燿Ｃ
い
一①
∽
ｏ
デ
ダ
オヽ
づ
【５
①
●
）
０
コΦ
∽
”
“
）

ど
【
資
ｏＦ
ど
ヽ
だ
ｏ〓
ｏＰ
ど
こ
＆
８

１

天の《楽園》のその後

∪
Φ
【
ｒ

ａ

ヨ
①
日
・″
ロ
ユ

ニ

ａ

ユ
ｏ
ｒ
コ
営

∽３

ｏ
い
。

Ｚ

一
の
Ｆ

∽
∽
一〇
〇
″
一一
＜
・

④

「
ミ
』
Ｑ
ヽ
ざ
ヽ
Ｑ
ヽ
いヽ
ミ
ミ
ヽ
」ヽ
ヽ

ま
ヽヽ

ヽ
お
ヽ

」ヽ

ヽ

』
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
　
一〓
【
∽
”

く
ｏ
●

”

ｏ
Ｏ
●

＞

〓
ｏ
Ｂ

，
●
い

ｏ
●
０

∽
８

「
ｐ
●

”

ｏ
い
ｏ
，
０
【
（

●
●
一
①
Ｈ

〓

〓

姜

〓

＾
ε
口
”

く
ｏ
口

”

０
〓

］
」
ｏ
す
ｏ
，

『
『
“
●
″
「
Ｃ
ヽ
一
●
・
マ
｝

（
∽
●
口
【
ォ
●
一●
一
）
ゃ
〇
〇
〇
・
］
Ｏ
Ｌ
【
・

∽
・い
い
ヽ
・

こ
の

「き
み
は
横
た
わ
っ
て
い
る
…
」
（Ｕ
ｑ
い
ミ
Ｑ
路
…
Ｌ
ま
∞
）
と
い
う
詩
が
ベ
ル
リ
ン

に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
し
ベ
ル
リ
ン
の
街
を
訪
ね
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
「
シ
ュ
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プ
レ
ー
川
」
や

「
ハ
ー
フ
ェ
ル
川
」
「
ラ
ン
ト
ヴ

エ
ー
ア
運
河
」
と
い
っ
た
語
彙
か
ら
比
較

的
容
易
に
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。
ベ
ル
リ
ン
は
川
と
湖
と
豊
か
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
た
水
の

町
だ
。
ち
な
み
に
ラ
ン
ト
ヴ

ェ
ー
ア
運
河
の
方
は
、
都
市
化
が
進
む
中
で
人
と
荷
物
の
航
行

が
シ
ュ
プ
レ
ー
川
だ
け
で
は
手

一
杯
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
た
め
、　
一
八
五
〇
年
に
シ
ュ
プ

レ
ー
川
の
南
側
に
並
行
す
る
姿
で
完
成
し
た
、
全
長
十
キ
ロ
余
り
の
人
工
河
川
で
あ
る
６
。

テ
ク
ス
ト
の
内
部
で

「き
み
」
（２
）
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
「大
い
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
横

た
わ

っ
て
い
る
」
者
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の

「
シ
ュ
プ
レ
ー
川
」
「
ハ
ー
フ
ェ
ル
川
」
、
そ
し
て

「
ラ
ン
ド
ヴ

ェ
ー
ア
運
河
」

へ

「行
け
」
と
う
な
が
さ
れ
る
。
こ
の
三
度
に
わ
た
る
呼
び
か

け
は
、
八
行
日
に
あ
る

「
ひ
と
つ
の
エ
デ
ン
」
と
と
も
に
、
い
に
し
え
の
エ
デ
ン
の
園
を
暗

示
す
る
。
旧
約
聖
書
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
肥
沃
な
土
地
と
さ
れ
た
エ
デ
ン
の
園
の
川
は
四
本

に
分
か
れ
て
い
る
が
に
、
詩
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
、
ベ
ル
リ
ン
も
ま
た
三
本
の
河
川
を
軸
に
、

港
と
堰
を
ま
た
い
で
細
く
入
り
組
ん
で
つ
な
が

っ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に
エ
デ
ン
の
園
と

い
う
連
想
は
、
そ
の
下
の
詩
行
に
あ
る

「
そ
の
男
」
と

「
そ
の

女
」
と
い
う
対
語
に
よ

つ
て
強
め
ら
れ
る
。
た
だ

「
そ
の
男
」
と

「
そ
の
女
」
は
そ
れ
ぞ
れ

「飾

（ふ
る
い
）
に
な

っ
た
」
あ
る
い
は

「
漂
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、

ど
う
や
ら
あ
ま
り
人
間
ら
し
く
は
な

い
か
、
あ
る
い
は
生
き
て
い
な
い
。
よ

っ
て

「
そ
の

男
」
と

「
そ
の
女
」
に
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
を
重
ね
て
読
む
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
対
の
形
象
は
、

ツ
ェ
ラ
ン
流
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
楽
園
追
放
劇
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。
旧
約
聖
書
の
伝
え
る
ア

ダ
ム
と
イ
ブ
が
、
楽
園
を
追
放
に
な
り
つ
つ
地
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
辛
苦
を
重
ね
る
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
と
は
違

い
、
こ
の
ツ
ェ
ラ
ン
の
詩
に
登
場
す
る
二
人
は
す
で
に
少
々

移動者の眼が露出させる光景
―
越境文学論―

⑤
＜
”デ
∽思
∽∽ｇ
“
ｏ「Ｌ
彎
ｏ̈口̈

Ｑ
ヽ
に
ヽ
％
い
ヽ
ヽ
や
ヽ
ミ
ヽ
い
ヽ
ヽ
き
ヽ

〓
自
】ｇ
編

（口

〓
ｏ
●
〓
ａ

Ｌ
Ｂ
）

Ｎ
Ｏ
Ｏ
【

】^ヽ
【”
『
´
ｏヽ
】“
一・
」
０
■
¨
ｏ
●
¨

「
ヽ
い
ち
ヽ
¨
、
ド

Ｑ
ヽ
い
ヽ
゛
」い
ヽ
ヽヽ

ヽ
ミ

い
ヽ
ヽ
ヽ
ヾ
ヽヽ
ヽ
ヽ
一
ヽ
ヽ
ヽ
，

”
ｏ
「
〓
ロ

∩
一ｏ
「日
】ｏＨ
の
２
ｏ巨
ｏ
ｒ
お
■
ｑ
″
Ｓ
Ｆ

Ｏ
く
し
」い
∞
ゃ

“

旧

約

聖
書

の

「
創

世

記

」

二

章

（ド
８
も

３̈
）

は

以

下

の
通
り

で
あ

る
。
［い
二
ｏ
］

エ
デ
ン
か
ら

一
つ
の
川
が
流

れ
出
て
い
た
。
園
を
潤
し
、

そ
こ
で
分
か
れ
て
、
四
つ
の

川
と
な
っ
て
い
た
。
軍
〓
］

第

一
の
川
の
名
は
ピ
シ
ョ
ン

で
、
金
を
産
出
す
る
ハ
ビ
ラ

地
方
全
域
を
巡

っ
て
い
た
。

［い
一椰
］
そ
の
金
は
良
質
で

あ
り
、
そ
こ
で
は
ま
た
琥
珀

の
類
や
ラ
ビ
ス
ー
フ
ズ
リ
を

産
出
し
た
。
冒
二
い
］
第
二

の
川
の
名
は
ギ
ホ
ン
で
、
ク
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天の《楽園》のその後

図版 1 ベルリンとその周辺 :ベルリン東部に流れる 2本の川の上部 (北)が シュ
プレー川、下 (南 )がラン トヴェーア運河。シュプレー川はベルリン西部
シュバンダウ (Spandau)付近でハーフェル‖|(湖)と 合流する。

図版 2 ベルリン中心部 :地図中央を左右 (東西)に またがって流れているのが
シュプレー川、その下方 (南側)に ラントウェーア運河が流れている。

〔図版 1、 2と もにStmssburger(2001):G創 略sse浩″わ Ber′′η所収〕

シ
ュ
地
方
全
域
を
め
ぐ
つ
て

い
た
。
［い
彙

］
第
三
の
川

の
名
は
チ
グ
リ
ス
で
、
ア
シ

ュ
ル
の
東
の
方
を
流
れ
て
お

り
、
第
四
の
川
は
ュ
ー
フ
ラ

テ

ス
で
あ

っ
た
。
マ
ニ

主
な
る
神
は
人
を
連
れ
て
き

て
、
エ
デ
ン
の
園
に
住
ま
わ

せ
、
人
が
そ
こ
を
耕
し
、
守

る
よ
う
に
さ
れ
た
。
（日
本

聖
書
協
会
編

『聖
書

新
共

同
訳

旧
約
聖
書
続
編
つ
き
』

一
九
八
七
―

一
九
八
八
年
、

二
―
三
頁
）
。
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絶
望
的
な
事
態
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

「肉
屋
の
吊
鉤
」
の

「肉
」
と

「
リ
ン
ゴ
を

突
き
刺
し
た
赤
い
小
枝
」
の

「
リ
ン
ゴ
」
は
、
そ
の
下
の
詩
行
に
あ
る

「
エ
デ
ン
」
と
い
う

語
と
結
び
つ
く
。
知
恵
の
樹
の
実
を
食
し
、
無
垢
を
失
っ
た
こ
と
が
、
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
原

罪
で
は
な
か
っ
た
か
。
ち
な
み
に

「肉
屋
の
吊
釣
」
（コ
ｏ一∽３
ｏ３
算
Ｓ
）
と

「赤
い
小
枝
」

（＞
も
ｏ
①●
キ
ｏ目
）
の
二
語
は
、
ド
イ
ツ
語
の
‐冨
Ｆ
●
、
‐∽，
Ｆ
ｏ●
の
韻
で
も
対
を
成
し
て
い
る
。

こ
う
し
て

「き
み
」
は
、　
一
方
で
ベ
ル
リ
ン
の
歴
史
の
流
れ
を
象
徴
す
る
川
を
見
や
り
な
が

ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
う
ち
で
最
も
古
い
川
の
イ
メ
ー
ジ
に
遭
遇
し
つ
つ
、
「飾

（ふ
る

い
）
に
な
っ
た
」
あ
る
い
は

「漂
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
穏
や
か
で
な
い
対
の
男
女
と
出

会
う
。
と
同
時
に
目
撃
者
で
あ
る

「き
み
」
も
、
そ
の
肉
な
い
し
快
楽
の
あ
る
場
所
、
知
恵

の
実
た
る
リ
ン
ゴ
の
も
と
へ

「行
け
」
と
い
ざ
な
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
創
世
記
に
由
来
す

る

「
エ
デ
ン
」
と
そ
こ
か
ら
の
追
放
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
詩
に
お
い
て
、

普
遍
的
で
あ
り
な
が
ら
緊
迫
し
た
形
象
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
非
常
に
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
も
そ
も
成
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン
訪
問
は
、
友
人
で
詩
人
の
ヴ
ア

ル
タ
ー

・
ヘ
レ
ラ
ー

（ヨ
斗
①【
国
０
〓
ｏ【ｏ【Ｌ
つ
８
も
ｏ
８
）
と
、
生
涯
に
わ
た
る
親
し
い
友
人

で
比
較
文
学
者
の
ペ
ー
タ
ー

・
ソ
ン
デ
イ

（”
①お
『
∽
Ｎ８
，

卜廊
つ
‐も
コ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
企
画

し
た
朗
読
会
の
招
き
に
応
じ
た
も
の
だ
。
と
り
わ
け
後
者
の
ソ
ン
デ
イ
は
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
滞

在
中
に
多
く
の
時
間
を
と
も
に
し
た
こ
と
か
ら
、
遺
作
と
な
っ
た
未
完
の
エ
ッ
セ
イ

『
エ
デ

ン
』
（”
評
ヽ
」
つ
「
じ
。
で
、
自
ら
経
験
し
た
出
来
事
を
つ
ま
び
ら
か
に
語
っ
て
い
る
。

ツ
ェ
ラ
ン
は
、
ヘ
レ
ラ
ー
が
主
催
す
る

「文
学
コ
ロ
キ
ウ
ム
ベ
ル
リ
ン
」
（口
お
『ュ
∽ｏ訂
∽

移動者の眼が露出させる光景―
越境文学論

―

０

∽
Ｎｏａ
〓
”
ｏ一ｏ・
ヽ
ミヽ
Ｌ
，

０
ヽ
ヽヽ
ヽ
あ
ミ
ヽ
ヽヽ
，

『
８
●
オ
「
ｃ
〓

，
シ
中

（∽
●
コ
寿
●
８
も
）
一０
「
ド

∽

】
一
い
‐
Ｐ
Ｎ
一
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Ｏ
ｏ
〓
ｏ
遇
ご
ヨ
”
Φユ
〓
）
の
朗
読
会
の
会
場
で
あ
る
、
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
宿
舎
に
泊
ま
っ
て

い
た
。
こ
の
客
室
の
壁
に
は
大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ
て
い
て
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
泊

ま

っ
た
部
屋
か
ら
は
、
建
物
の
前
に
あ
る
動
物
園
の
茂
み
が

一
望
で
き
た
。
芸
術
ア
カ
デ

ミ
ー
の
前
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
彫
刻
家

ヘ
ン
リ
ー

・
ム
ー
ア

（目
①ヨ
К
〓
８
８
Ｌ
∞０
∞‐

も
∞い
）
に
よ
る

「横
た
わ
る
」
女
性
像
の
彫
刻
が
今
も
置
か
れ
て
い
る
。
。　
ち
な
み
に
横
臥

像
は
彫
刻
家
ム
ー
ア
の
代
名
詞
だ
。
ま
た
ツ
ェ
ラ
ン
が
当
時
、
妻
と
息
子
に
宛
て
た
手
紙
に

よ
る
と
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
に
激
し
い
降
雪
が
続
い
て
い
た
の
も
確
か
な
よ
う

だ
。
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
詩
の
冒
頭
第

一
詩
節
に
す
っ
か
り
当
て
は
ま
る
。

第
二
詩
節
、
四
行
日
の

「肉
屋
の
吊
鉤
」
は
、
友
人
に
連
れ
ら
れ
て
市
内
の
中
心
部
に
程

近
い
プ
レ
ツ
ツ
エ
ン
ゼ
ー
記
念
館
を
訪
れ
た
体
験
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
記

念
館
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
強
制
収
容
所
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
人
政
治
犯
が
収
容
さ
れ
、

一
五
〇
〇
人
も
の
人
命
が
奪
わ
れ
た
場
所
だ
。
そ
し
て

「肉
屋
の
吊
鉤
」
と
い
う
形
象
は
、

処
刑
室
に
あ
る
梁
状
の
横
木
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
五
つ
の
鉤
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
は
現
在
も
建
物
の
一
部
と
と
も
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
鉤
は
む
ろ
ん
処
刑
者
を

吊
る
す
た
め
の
も
の
だ
が
、
ツ
ェ
ラ
ン
が
詩
に

「肉
屋
の
吊
鉤
」
と
書
い
た
の
は
、
次
行
の

ほ
　

「
リ
ン
ゴ
を
突
き
刺
し
た
赤
い
小
枝
へ
」
と
つ
な
げ
つ
つ
、
「肉

（屋
）
一
を
次
詩
節
に
あ
る

鋼
　

「
エ
デ
ン
」
と
い
う
語
の
歓
喜
す
る
快
楽
性
と
結
び
付
け
る
た
め
だ
ろ
う
。

一類
　

　

ま
た
ツ
ェ
ラ
ン
が
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
た
の
は
、　
一
九
六
七
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
九

の
　
　
日
ま
で
の
約
二
週
間
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ツ
ェ
ラ
ン
は
友
人
と
と
も
に
、
プ
レ
ツ
ツ
エ
ン

天

ゼ
ー
記
念
館
を
見
物
し
た
後
、
ア
ド
ヴ

ェ
ン
ト

（待
降
節
）
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
か

“
関
口
裕
昭

『パ
ウ
ル
・
ツ
ェ

ラ
ン
ヘ
の
旅
』
郁
文
堂
、

二
〇
〇
六
年
、
九
五
頁
。

０
く
”■
ヽ
ミヽ
や
ヽヽ
ヽ
‐
Ｑ
」ヽ
ヽヽ

い

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

，
い

ヽ

ｔ

ヽ
ヽ

ヽ

い

、

い
」ヽへ
ヽ
ヽ
ｏ諄
ヽ
お
〓
〓
ｏ
〓
ｏ
『

＞

ε
∽
て

Ｌ
Ｌ

く
ｏ
●

］
ユ
ｏ
い
ｏ
３

”
●
巨

Ｏ
ｏ
一筐
】∽
●
●

∽
①
】●
ｏ
●

∽
ｏ
口
●

国
〓
，

＞

ｃ
∽

Ｌ
Ｏ
日

「
Ｓ

●
Ｎ
Ｏ
∽
ぉ

０
す
０
●

く
０

口

”

●
”
０
●

〓

ｏ
一
日

】
γ

〓

０
「
ヽ
●
∽
¨
０
”
ｏ
げ
ｏ
●

Ｃ
●
」

″
ｏ
ヨ

‐

ヨ
０

●
〓

ｏ
【
一

く
ｏ
●

］

ｏ
「
一
■
，
●
０

”
ヽ
ヽ
¨
ｏ
●

一●

く

ｏ
【
げ
一●
０
●
●
¨

口
」
一

国
■
ｏ

Ｏ
ｏ
】
，
Ｐ

，

”
”
う
０

〓
０
３
日
〓
¨
０
口
（∽
嘱
口
寿
“
日
●
）

Ｏ
ｏ
ｏ
ｒ

∽
・
い
【
∞
・
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移動者の眼減 出させる光景―
越境文輪

―

け
て
ド
イ
ツ
各
地
で
開
催
さ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
市

（ヨ
①夢
８
ｏＦ
∽日
”寿
一）
の
ひ
と
つ
を
訪

ね
て
い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
市
に
は
通
常
、
ド
イ
ツ
と
そ
の
周
辺
各
地
に
伝
わ
る
ク
リ
ス
マ
ス

用
の
飾
り
や
お
菓
子
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を
売
る
小
さ
な
出
店
が
立
ち
並
ぶ
が
、
ツ
ェ
ラ
ン

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
の
品
を
売
る
出
店
の
、
赤
く
塗
ら
れ
た
小
枝
で
で
き
た
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト

の
輪
飾
り
に
し
ば
し
目
を
留
め
た
ら
し
い
。
そ
の
輪
飾
り
に
は
ろ
う
そ
く
と

「
リ
ン
ゴ
」
が

つ
い
て
い
た
と
い
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
が
贈
物
の
季
節
で
あ
る
こ
と
を
知

つ
て
い
れ
ば
、
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
第
三
詩
節
の
冒
頭

「
や
っ
て
来
る
の
は
贈
物
の
載
っ
た
テ
ー
ブ
ル
」
に
も
つ

な
が
る
＜‐ｏ。　
そ
し
て

「
リ
ン
ゴ
」
は
む
ろ
ん

「
エ
デ
ン
」
と
た
や
す
く
結
び
つ
く
。
さ
ら
に

「
リ
ン
ゴ
の
小
枝
」
（＞
電
①口∽一キ
８
）
と
い
う
語
は
興
味
深
い
。
こ
の
詩
の
テ
ク
ス
ト
で

「
リ

ン
ゴ
」
を
意
味
す
る
＞
署
①】
（
エ
ッ
ペ
ル
）
と
い
う
綴
り
方
は
典
型
的
な
ベ
ル
リ
ン
方
言
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
標
準
ド
イ
ツ
語

（高
地
ド
イ
ツ
語
）
で
は
＞
ｏ
お
一
（
ア
プ
フ
ェ
ル
）
と
綴

る
。
ツ
ェ
ラ
ン
は
滞
在
中
、
友
人
た
ち
と
食
事
や
酒
の
席
で
、
ベ
ル
リ
ン
の
方
言
に
つ
い
て

散
々
語
り
合
っ
た
と
い
う
。
。

第
三
、
四
詩
節
は
、
ツ
ェ
ラ
ン
が
滞
在
中
に
ソ
ン
デ
イ
か
ら
借
り
た

一
冊
の
本
と
、
ツ
ェ

ラ
ン
が
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
車
で
行
来
し
た
、
宿
舎
と
ソ
ン
デ
イ
の
自
宅
と

の
間
に
あ
る

一
軒
の
建
物
に
つ
い
て
の
情
報
と

一
致
し
て
い
る
。
ツ
ェ
ラ
ン
が
借
り
て
読
ん

だ
の
は
、
『
ロ
ー
ザ

・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
カ
ー
ル

・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
虐
殺
。
あ
る
犯

罪
の
記
録
』
（υ
ヽ
ヽ
ミ
ｓ
ヽ

ヽ
ヽ
力
ο
らヽ

い
ミ

こヽ
ミ
＾

ミ
ミ

【
ｓ
ヽヽ
い
」ヽ
窯
ミ
いミ
・
Ｕ
ο
ご
ミ
ヽヽ
き
」ヽｏ
ヽ

ヽ̈
ミ
い
ヽ
ο
一ヽ
諄
いや
ヽ
膠
い
ヽヽ
いき
ヽ
い」
つ
い
『
）
と
題
す
る
書
物
で
あ
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

（”
ｏ
∽”

ｒ
員
８
げ
日
”
Ｌ
∞ピ
Ｌ
つ
も
）
と
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト

（本
生

匡
①げ
野
８
Ｆ
Ｌ
∞ヨ
‐も
も
）
と
い
う

Ю
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
、
ア
ド
ヴ

ェ
ン
ト
の
時
期
に
四
本
の
ろ

う
そ
く
の
つ
い
た

「
ア
ド
ヴ

ェ
ン
ト
の
輪
飾
り
」
を
楽
し

む
風
習
が
浸
透
し
て
い
る
。

輪
飾
り
に
は
四
本
の
ろ
う
そ

く

（た
い
て
い
は
赤
い
）
が

つ
い
て
お
り
、
計
四
回
の
ア

ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
日
曜
日
が
や

っ
て
来
る
ご
と
に
、
人
々
は

ろ
う
そ
く
に
ひ
と
つ
ず
つ
灯

り
を
点
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
の

日
の
到
来
を
待
つ
。

Ｈ
関
口

『評
伝

パ
ウ
ル

・
ツ

ェ
ラ
ン
」
三
九
六
頁
。
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天の《楽園》のその後

二
人
の
左
翼
革
命
家
は
、
ド
イ
ツ
義
勇
軍
の
手
に
か
か
り
、　
一
九

一
九
年

一
月
十
五
日
に
落

命
す
る
＜‐２。
彼
ら
は
義
勇
軍
近
衛
兵
団
の
騎
兵

・
射
撃
兵
分
団
の
本
部
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た

「
エ
デ
ン
」
と
い
う
名
の
ホ
テ
ル
に
連
行
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
、
死
体
は
建
物
か
ら
ほ
ど

近
い
ラ
ン
ト
ヴ

ェ
ー
ア
運
河
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
の
ツ
ェ
ラ
ン
と

ソ
ン
デ
ィ
は
、
そ
れ
か
ら
四
五
年
以
上
経
過
し
た

一
九
六
七
年
の
十
二
月
、
か
つ
て
二
人
の

革
命
家
が
死
ぬ
間
際
の
数
時
間
を
過
ご
し
た
そ
の
建
物
が
当
時
と
同
じ

「
エ
デ
ン
」
（国
０
８
）

と

い
う
看
板
を
掲
げ
る
脇
を
、
車
で
通
り
が
か
る
の
で
あ
る
。
車
中
の
ツ
ェ
ラ
ン
と
ソ
ン

デ
ィ
は
、
殺
さ
れ
た
二
人
の
記
憶
に
つ
な
が
る
ホ
テ
ル
の
名
が
、
依
然
こ
の
よ
う
に
豪
華
な

建
物
の
名
前
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
皮
肉
に
つ
い
て
語
り
合

っ
た
と
い
う
。
。
し
た
が

っ
て

こ
の
報
告
を
読
ん
だ
後
、
詩
の
六
行
日

「
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
エ
デ
ン
の
角
を
迂
回
し
て
や
っ

て
来
る
―

」
に
あ
る

「
（ひ
と

つ
の
）

エ
デ
ン
」
は
、
創
世
記
に
由
来
す
る
エ
デ
ン
の
園

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
名
に
歴
史
を
刻
ん
だ
建
物
を
暗
示
す
る
語
と
な
る
。

そ
う
な
る
と
次
の
四
詩
節
の

「
そ
の
男
」
と

「
そ
の
女
」
か
ら
も
ま
た
、
殺
さ
れ
た
二
人

の
革
命
家
が
容
易
く
連
想
さ
れ
、
こ
の
二
詩
節
は
そ
の
ツ
ェ
ラ
ン
が
読
ん
だ
本
の
内
容
と
ま

る
で
合
致
し
て
い
る
気
が
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
し
か
も
ツ
ェ
ラ
ン
が
読
ん
だ
著
作
に
よ
る

と
、
証
言
者
は
処
刑
人
か
ら

「
ド
ク
タ
ー

・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
は
も
う
飾
の
ご
と
く
穴
ぼ
こ

だ
ら
け
に
突
き
刺
さ
れ
た
も
同
然
で
す
」
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は

「老

い
ぼ
れ
た

雌
豚
は
と

っ
く
に
水
の
上
を
漂

っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
た
と
い
う
。

ま
た

「雌
豚
」
（∽
営
）
と
い
う
語
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
の
蔑
称
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
の
で
、
証
人
は
当
然
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
ユ
ダ
ヤ
系
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と

１２
林
健
太
郎

『〈世
界
各
国
史

３
〉
ド
イ
ツ
史
』
山
川
出
版

社
、　
一
九
九
三
年
、
三
七
六

頁
。

＜１３

く
”
〓

∽
Ｎ
Ｏ
●
２

（
も

迅

）

∽
一
¨
】
０
‐
】
】
Ｃ
・
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移動者の眼癖 出させる光景
―
鵡 文学論

―

を
知

っ
て
そ
う
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
詩
の
九
、
一
〇
、
一
一
行
日

「
そ
の
男
は
飾

（ふ
る
い
）
に
な
っ
た
、
／
そ
の
女
は
漂
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
そ
の
雌
豚
は
、
／
自
身

の
た
め
に
、
誰
の
た
め
で
も
な
く
、
各
々
の
た
め
に
―

‐」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
．
。
こ
の

詩
行
に
は

「雌
豚
」
、
す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
な
お
か
つ

「各
々
の
た
め
に
」
闘
っ

た
革
命
家
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
対
す
る
共
感
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ツ
ェ
ラ
ン

と
同
じ
く
ユ
ダ
ヤ
系
で
東
方

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
の
出
自
を
持
つ
ソ
ン
デ
ィ
も
ま
た
、
ツ
ェ
ラ

ン
の
そ
の
共
感
を
大
い
に
共
有
で
き
る
人
物
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

ソ
ン
デ
イ
は
自
ら
の
報
告
の
傍
ら
、
彼
が
見
た

一
部
始
終
が
詩
の
読
解
に
逐

一
還
元
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
詩
の
成
立
に
と
つ
て
決
定
的
な
の
は
ベ
ル
リ
ン
に
滞

在
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
テ
ク
ス
ト
に
表
れ
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
は
詩
人
の
恣
意
的
選
択

に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
ｏ
。
し
か
し
こ
う
し
た
ソ
ン
デ
イ
の
忠
告
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
私
た

ち
に
は
ベ
ル
リ
ン
に

「
ひ
と
つ
の
エ
デ
ン
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
は

「
エ
デ
ン
」

で
は
あ
る
も
の
の
、
創
世
記
に
あ
る

「
エ
デ
ン
の
園
」
と
は
様
相
が
違
う
と
い
う
奇
妙
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
ソ
ン
デ
イ
に
よ
る
報
告
は
、
こ
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
う
少
し
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
類
い
の
も
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り

天
の
楽
園
は
、
同
時
に
こ
の
世
の
非
情
な
歴
史
の
舞
台
で
も
あ
り
う
る
の
だ
と
い
う
風
に
。

そ
れ
は
多
分
そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
ソ
ン
デ
イ
は
別
の
箇
所
で
、
詩
人
ツ
ェ
ラ
ン
が
人
口
に
檜

久
す
る
こ
と
と
な
っ
た
詩

「
死
の
フ
ー
ガ
」
（日
ο
ヽ
氣ヽ
ミ飛
」
０ヽ
い
）
に
繰
り
返
し
登
場
す
る

「明
け
方
の
黒
い
ミ
ル
ク
」
（∽
３
■
周
Ｎｏ
日昌
【ｏｒ
８
【
「
ａ
Ｆ
）
と
い
う
自
己
撞
着
的
形
象
を
引

き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
「
ツ
ェ
ラ
ン
に
と

っ
て
善
は
同
時
に
悪
で
あ
り
悪
も
ま
た
い
つ
も

い

く
¨
｝
３
９

ほ〕
´ヽ
”｝
∽Ｎｏ・へい（一っ↓い）・∽・Ｆいい・
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天の 《楽園》のその後

善
を
も
含
ん
で
い
る
も
の
だ

っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
。

ソ
ン
デ
イ
の
報
告
を
聞
い
た
後
で
は
、
「肉
屋
の
吊
鉤
」
と

「
リ
ン
ゴ
を
突
き
刺
し
た
赤

い
小
枝
」
の
組
み
合
わ
せ
が
、
ナ
チ
ス

・
ド
イ
ツ
に
よ
る
蛮
行

・
虐
殺
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾

り
と
い
う
、
不
謹
慎
な
印
象
の
組
み
合
わ
せ
に
変
わ

っ
て
し
ま
う
。
だ
が
こ
の
組
み
合
わ
せ

は
ま
さ
に
、
善
は
同
時
に
悪
で
あ
り
、
悪
も
ま
た
い
つ
も
善
を
も
含
む
と
い
う
、
ソ
ン
デ
イ

が
指
摘
す
る
よ
う
な
ツ
ェ
ラ
ン
の
根
本
認
識
を
彿
彿
と
さ
せ
る
。
こ
の
二
つ
は
対
立
す
る
二

つ
で
は
な
い
の
だ
。
こ
の
世
の
非
情
な
出
来
事
の
ひ
と

つ
が
ベ
ル
リ
ン
で
起
こ
っ
た
。
ベ
ル

リ
ン
で
二
人
の
革
命
家
が
無
残
に
殺
さ
れ
た
場
所
は
、
奇
妙
に
も

「
エ
デ
ン
」
（日
０
８
）
と

い
う
名
を
冠
し
、
今
な
お
豪
奢
な
ア
パ
ー
ト
で
も
あ
り
、
残
虐
な
出
来
事
の
全
て
も
ま
た
、

男
と
女
で
あ
る
人
間
が
引
き
起
こ
す
歴
史
の
常
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
の
二
人
の
革
命
家
の
殺

害
劇
は
何
よ
り
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
に
存
在
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
光
と
影
、
さ
ら
に
は

ナ
テ
ス

・
ド
イ
ツ
の
醜
悪
さ
と
蛮
行
を
強
烈
に
連
想
さ
せ
る
。
斯
様
に
ツ
ェ
ラ
ン
が
描
き
出

し
た
こ
の
ベ
ル
リ
ン
は
、
偶
然
の
結
果
見
出
さ
れ
た
事
柄
の
連
続
で
あ
り
な
が
ら
、
ベ
ル
リ

ン
を
楽
園
で
も
あ
り
地
獄
で
も
あ
る
よ
う
な
何
処
か
と
し
て
際
立
た
せ
る
。
ア
ダ
ム
と
イ
ブ

が
追
放
さ
れ
て
か
ら
遥
か
後
、
か
つ
て
の

「
エ
デ
ン
の
園
」
は
、
そ
の
言
葉
に
秘
め
ら
れ
た

両
義
性
を
さ
ら
に
先
鋭
化
さ
せ
、
「
ひ
と

つ
の
エ
デ
ン
」
と
し
て
、
自
身
の
反
像
と
し
て
の

非
情
な
姿
を
伴

っ
て
の
み
現
前
し
う
る
よ
う
な
あ
り
方
で
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
詩
の
元
へ
と
再
び

到
来
す
る
。

“

く
寧

ョ
↑
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移動者の眼が露出させる光景―
越境文輪

―

結
び
―

相
反
す
る
も
の
の
隣
接
、
異
質
な
も
の
を
併
せ
持
つ
世
界

善
が
同
時
に
悪
で
あ
り
、
悪
が
同
時
に
善
で
も
あ
る
と
い
う
あ
の
ツ
ェ
ラ
ン
の
根
本
認
識

は
、
世
界
が
善
と
悪
に
分
か
た
れ
る
と
い
う
単
純
な
見
方
と
は
全
く
異
な

つ
て
い
る
。
こ
の

詩
の
最
後
の
二
行
を
見
て
お
こ
う
。
ふ
た
り
の
革
命
家
が
投
げ
込
ま
れ
た

「
ラ
ン
ト
ヴ

ェ
ー

ア
運
河
」
に
つ
い
て
、
詩
の
語
り
手
は

「ざ
わ
め
く
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
抵

抗
す
る
も
の
も
、
革
命
の
挫
折
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
す
る
者
も
、
も
は
や
存
在
し
な
い

と
い
う
か
の
よ
う
に
。
詩
人
も
ま
た
そ
れ
を
よ
く
知
ち

て
い
た
。
そ
れ
は
ツ
ェ
ラ
ン
の
認
識

の
内
部
で
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
降
の
世
界
に
必
然
の
理
で
あ
り
、
ま
た
詩
人
が
ベ
ル
リ

ン
と
い
う
都
市
に
注
ぐ
眼
差
し
で
も
あ
る
。

そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
起
こ
っ
た
固
有
の
事
件
、
あ
る
都
市
で
目
撃
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
モ

テ
ィ
ー
フ
は
、　
一
方
で
詩
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
単
な
る
選
択
の
結
果
を
反
映
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
が
、
と
同
時
に
そ
う
し
た
出
来
事
の
数
々
こ
そ
が
、
今
あ
る
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
都

市
の
本
質
を
形
成
し
て
い
る
の
も
道
理
で
あ
る
。
あ
る
都
市
が
斯
様
な
出
来
事
を
経
な
く
て

は
、
ツ
ェ
ラ
ン
が
か
の
土
地
で
あ
の
よ
う
な
何
か
を
見
聞
き
し
な
け
れ
ば
、
本
論
で
行

っ
た

読
解
の
い
ろ
い
ろ
は
不
可
能
な
の
だ
か
ら
。
ツ
ェ
ラ
ン
の
こ
の
詩
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
み
な
ら

ず
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
都
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
比
類
な
き
や
り
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
経

て
な
お
存
在
し
て
い
る
と
言
う
か
の
よ
う
だ
。

し
か
し
最
終
詩
行
に
あ
る

「無
が
／
堰
き
止
め
て
い
る
」
は
ど
う
だ
ろ
う
。
善
が
悪
で
も

あ
り
、
悪
が
善
で
も
あ
る
の
は
恐
ろ
し
く
不
愉
快
だ
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
世
界
の
内
で
、
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天の 《楽園》のその後

善
が
悪
と
は
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
世
界
の
内
で
、
無
と
い
う
喪
失
が
支
配
す
る
流
れ
の
内

で
は
、
せ
め
て
あ
ら
ゆ
る
関
係
が
完
全
に
断
ち
切
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
ツ
ェ
ラ
ン
は
絶
望
の

淵
に
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
善
と
悪
が
斯
様
に
不
可
分
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
世
界
の

内
部
で
、
善
と
悪
が
そ
れ
ぞ
れ
の
異
質
さ
と
向
か
い
会
う
こ
と
の
で
き
る
契
機
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
。
そ
し
て
先
に
も
言
及
し
た
、
ソ
ン
デ
ィ
に
よ
る
主
張
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

彼
は
自
ら
の
見
た
出
来
事
を
詳
細
に
報
告
し
つ
つ
、
そ
の
一
部
始
終
が
詩
の
読
解
に
逐

一
還

元
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
も
語
つ
て
い
た
。
こ
れ
は
矛
盾
し
た
希
望
で
は
な
い
。
ソ
ン

デ
ィ
の
エ
ッ
セ
イ
は
未
完
の
遺
作
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
最
終
的
に
意
図
さ
れ
た
結
論
が
何

だ
っ
た
の
か
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
も
し
そ
の
推
測
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ソ
ン

デ
イ
が
善
と
悪
と
い
う
文
脈
で
考
え
た
か
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
、
詩
の
テ
ク
ス
ト
に
あ
く
ま

で
忠
実
な
読
解
―
―
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
流
文
献
学
的
手
法
―

と
、
自
ら
の
経
験
し
た
出
来

事
の
語
り
が
、
相
互
に
行
き
交
う
可
能
性
を
求
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
。

ツ
ェ
ラ
ン
の
書
い
た
詩
は
、
た
だ
た
だ
詩
人
の
個
人
的
経
験
を
経
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の

だ
。
そ
れ
は
善
が
悪
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
よ
う
に
、
常
に
異
質
な
も
の
の
組
み
合
わ
せ
を

内
包
し
た
何
か
で
あ
り
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
詩
も
ま
た
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
経
験
と
は
全
く
異
な
る
そ

れ
と
し
て
、
私
た
ち
の
眼
前
で
展
開
す
る
。
実
際
、
私
た
ち
は
ツ
ェ
ラ
ン
の
テ
ク
ス
ト
に
、

ツ
ェ
ラ
ン
が
言
い
含
め
た
意
図
を
必
ず
し
も
読
み
取
っ
た
り
は
し
な
い
。
詩
人
も
ま
た
そ
れ

を
解
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
ツ
ェ
ラ
ン
の
詩
は
、
そ
れ
で
い
て
な
お
か
つ
、
共
感

と
と
も
に
誰
か
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
瞬
間
を
絶
え
ず
待
ち
望
ん
で
も
い
る
だ
ろ
う
。

ツ
ェ
ラ
ン
に
と

っ
て
の
ベ
ル
リ
ン
は
、
そ
の
絶
望
に
も
似
た
希
望
を
託
し
う
る
場
所
で
も

１７
ソ
ン
デ
イ
の

『
エ
デ
ン
』
執

筆
当
時
、
（西
）
ド
イ
ツ
文
学
・

文
献
学
研
究
の
現
場
で
は
、

「作
品
内
在
的
解
釈
」
と
呼

ば
れ
る
、
解
釈
を
徹
頭
徹
尾

テ
ク
ス
ト
の
字
義
に
沿
ち
て

導
く

一
九
五
〇
年
代
以
来
の

手
法
が
、
未
だ
大
き
な
影
響

力
を
発
揮
し
て
い
た
。
「
作

者
の
年
代
記
と
書
か
れ
た
テ

ク
ス
ト
に
関
連
性
を
見
出
す

解
釈
は
恣
意
的
で
素
朴
に
す

ぎ
る
」
と
い
う
作
品
内
在
的

解
釈
の
主
張
は
、
（西
）
ド

イ
ツ
国
内
の
ド
イ
ツ
文
学

・

文
献
学
研
究
が
、
ナ
チ
ス

・

ド
イ
ツ
の
過
去
と
向
き
合
う

必
要
性
を
不
間
に
す
る
最
大

の
根
拠
と
な
っ
た
側
面
も
あ

り
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は

現
在
ま
で
多
数
の
批
判
的
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
上

に
つ
い
て
、
背
景
を
ふ
ま
え

つ
つ
言
及
す
る
日
本
語
で
書

か
れ
た

一
般
書
と
し
て
は
、

例
え
ば
三
島
憲

一
の
著
作

『戦
後
ド
イ
ツ

そ
の
知
的
歴

史
』
（岩
波
書
店
、
一
九
九

一

年
）な
ど
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
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移動者の眼が露出させる光景
―
越境文輪

―

あ

っ
た
に
違

い
な

い
。
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年
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